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　季節性の移り変わりとは不思議なもの
で，当たり前のこととはいいながらも，
暦とよく連動していることにいつも感心
させられます．今年の夏，東京では猛暑

日の連続がついに記録を更新し，まだまだ続くのかといささ
かウンザリしていたところへ，立秋を過ぎて，“暑中お見舞
い”を“残暑お見舞い”と書かなければならなくなった週末を
迎えた途端に，猛暑日が途切れたのです．まさに暦通りの変
化に驚くとともに，暑さが多少なりとも和らいだことに少し
ホッとした気分になりました．
　朝の公園のせみ時雨にしても，アブラゼミとミンミンゼミの
二重唱にツクツクボウシの声が混じるようになったのは，ちょ
うどそのころからだったと思います．セミといえば，関西では
おなじみのクマゼミの“シャーシャーシャー”という鳴き声が最
近，東京でも聞かれるようになりました．これまでは，関東地
方でも私の実家があった小田原辺りがクマゼミのすむ北限
だったようですが，近年の気候温暖化に伴い，生息域が北上
しているそうです．一方，私が子どものころは，セミ取りに行
くと一番たくさん捕まえることのできた，あの小さな“チッ
チッチ”と鳴くニイニイゼミですが，最近，都市部ではほとん
ど見掛けることがなくなってしまいました．その理由はよくは
わかっていないらしいですが，一説によると，“幼虫が水分を
たくさん含んだ地中に生息するため，森林が伐採されたり，
地面の舗装が進んだりして，地面の乾燥化が進んでいること
が影響しているのではないか”とか，“小型で飛翔力がほかの
セミよりも格段に弱いため，緑地が分断されて緑地と緑地の
間の距離が離れている都市部では，その間を移動できず，分
布を広げることが困難になってしまったのではないか”などと

考えられているようです．実は先日，私が勤務している信濃
町の病院の敷地内でヒグラシの声を聴きびっくりいたしまし
たが，都心でも自然が回復してきていることの1つの現れと
考え，ニイニイゼミの復活にも期待したいと思っています．
　2013 年にリニューアルし，毎号 2つの特集を掲載している
本誌ですが，本号ではウイルス性肝炎と腹部超音波検査を
取り上げました．
　ウイルス性肝炎は，その診断においては従来行われてきた
血清診断に加えて，近年はPCR法を用いウイルス核酸の検
出もルーチンに実施されるようになり，患者さんの感染の状
態を的確に評価できるようになっています．また，その治療
法においても，インターフェロン（α，β），ペグインターフェ
ロン，核酸アナログ製剤，リバビリン，プロテアーゼ阻害薬
などの抗ウイルス作用を有する薬剤の使用によって大きな進
歩がみられています．今回，A，B，C，E型の各肝炎ウイル
スおよびEBウイルスやサイトメガロウイルスなどのウイル
スで起きる肝炎を取り上げ，臨床検査技師が知っておくべき
最新情報について解説をいただきました．
　腹部超音波検査は最も侵襲が小さく情報量の多い画像検
査として臨床現場で活用されていますが，腹腔内の解剖をよ
く理解したうえで十分なトレーニングを積んでおかないと，
効率よく上手に病巣を描出し，質のよい検査結果を出すこと
が難しい，根気とコツの要る検査です．今回はその辺りのノ
ウハウについて，わかりやすく解説していただきました．皆
さまの診断技術を極めるのに，ぜひ役立てていただければと
存じております．
　本号が，臨床検査に携わる読者の皆さまの日頃の活動の一
助となれば幸いです．� （岩田　敏）
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